
 

           

「
き
っ
か
け
」 

             

甲
斐
て
つ
ろ
う



 

登
場
人
物 

清
水
舞
花 

 

（
１
６
）  

 

北
海
道
の
高
校
２
年
生
。 

森
脇
健 

 
 

（
１
６
） 

 

少
し
変
わ
っ
た
高
校
２
年
生
。 

新
垣
隼
也 

 
（
１
６
） 

 

舞
花
の
彼
氏
の
高
校
２
年
生
。 

 

牧
師 

 
 

 

（
４
５
） 

 

高
校
に
勤
務
し
て
い
る
牧
師
。 

健
父 

 
 

 

（
４
６
） 

 
健
の
父
。 

男
友
達 

 
 

（
１
６
） 

 

隼
也
の
友
達
の
高
校
２
年
生
。 

女
友
達 

 
 

（
１
６
） 

 

舞
花
の
友
達
の
高
校
２
年
生
。 

 

舞
花
母 

 
 

（
３
５
） 

 

舞
花
の
母
。 

舞
花
父 

 
 

（
３
９
） 

 

舞
花
の
父
。 

 

担
任 

 
 

 

（
３
２
） 

 

舞
花
た
ち
の
担
任
の
数
学
教
師
。 

隼
也
母 

 
 

（
３
４
） 

 

隼
也
の
母
。 

英
語
教
師 

 

（
５
３
） 

 

高
校
の
女
性
英
語
教
師
。 
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〇
通
学
路
・
（
朝
） 

 
 

 

秋
の
北
海
道
の
道
。 

 
 

 

清
水
舞
花
（
１
６
）
と
新
垣
隼
也
（
１
６

）
、

そ
し
て
男
友
達
（
１
６
）
と
女
友
達
（
１
６
）

が
登
校
し
て
い
た
。 

隼
也
「
今
日
は
練
習
見
に
く
る
の
？
」 

舞
花
「
う
ん
、
お
父
さ
ん
も
遅
い
か
ら
」 

男
友
達
「
試
合
近
い
も
ん
な
」 

女
友
達
「
彼
女
が
居
た
ら
練
習
捗
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

隼
也
「
う
る
せ
ー
よ
」 

 
 

 

そ
こ
に
ぶ
つ
か
っ
て
来
る
森
脇
健
（
１
６

）
、

突
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
舞
花
。 

舞
花
「
い
た
た…

…

」 

隼
也
「
大
丈
夫
か
、
お
い
謝
れ
よ
！
」 

 
 

 

隼
也
、
そ
の
ま
ま
去
ろ
う
と
す
る
健
に
怒
る
。 

健
「
あ
っ
、
す
、
す
い
ま
せ
っ…

…

」 

 
 

 

健
、
焦
る
よ
う
に
す
ぐ
行
っ
て
し
ま
う
。 

 
 

 

隼
也
、
鼻
を
押
さ
え
る
。 

隼
也
「
う
わ
今
凄
い
臭
か
っ
た
、
ア
イ
ツ
ま
た
風
呂 

入
っ
て
な
い
な
」 



 2 

 
 

 

舞
花
、
走
り
去
る
健
を
目
で
追
っ
て
い
た
。 

 

〇
高
校
・
外
観
・
（
朝
） 

 

 
 

 

キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
す
る
私
立
の
高
校
。 

 
 

 
壁
に
は
十
字
架
の
飾
り
が
あ
っ
た
。 

 

〇
高
校
・
体
育
館
・
（
朝
） 

 
 

 

キ
リ
ス
ト
教
の
高
校
で
あ
る
た
め
月
曜
日
の

礼
拝
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 
 

 

牧
師
（
４
５

）
、

檀
上
に
立
つ
。 

牧
師
「
今
週
の
学
業
に
も
に
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト 

の
恵
み
が
あ
ら
ん
事
を
」 

 
 

 

殆
ど
の
生
徒
、
眠
そ
う
に
聞
い
て
い
る
。 

 
 

 

健
、
チ
ッ
ク
が
抑
え
ら
れ
な
い
。 

健
「
ん
っ
、
ん
あ
っ…

…

」 

 
 

 

声
を
出
し
体
も
動
い
て
い
る
た
め
周
囲
は
迷

惑
に
思
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
教
室
・
（
朝
） 
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男
性
の
担
任
（
３
２

）
、

数
学
の
授
業
を
行

っ
て
い
る
。 

担
任
「
そ
ん
で
こ
こ
で
こ
の
式
を…

…

」 

 
 

 

担
任
、
ペ
ン
を
消
し
ゴ
ム
に
叩
き
つ
け
る
音

を
聞
い
て
話
を
止
め
る
。 

担
任
「
は
ぁ…

…

」 

 
 

 

健
が
数
学
と
は
違
う
ノ
ー
ト
に
何
か
書
き
な

が
ら
ペ
ン
を
消
し
ゴ
ム
に
何
度
も
叩
き
つ
け

て
い
る
。 

健
「
ん
ん
ー
」 

 
 

 

皆
、
そ
の
音
に
迷
惑
し
て
い
た
。 

 
 

 

担
任
、
健
の
席
に
近
付
く
。 

担
任
「
お
い
、
今
は
数
学
の
時
間
だ
ぞ
？ 

お
い
！
」 

 
 

 

健
、
大
き
な
声
を
出
さ
れ
て
気
づ
く
。 

健
「
す
、
す
い
ま
せ
ん
っ…

…

」 

 
 

 

し
か
し
健
、
全
く
手
を
止
め
な
い
。 

 
 

 

皆
そ
れ
に
迷
惑
し
て
い
た
。 

 

〇
同
・
教
室 

 
 

 

放
課
後
の
掃
除
の
時
間
。 



 4 

 
 

 

健
、
ま
だ
ノ
ー
ト
に
書
き
続
け
る
。 

隼
也
「
お
い
机
動
か
せ
、
邪
魔
な
ん
だ
よ
」 

 
 

 

当
番
の
隼
也
、
健
に
迫
る
。 

 
 

 

舞
花
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
。 

健
「
待
っ
て
、
も
う
少
し…

…

」 

 
 

 

健
、
そ
れ
で
も
書
き
続
け
る
た
め
隼
也
は
キ

レ
た
。 

隼
也
「
お
前
な
！ 

み
ん
な
さ
っ
き
か
ら
迷
惑
し
て 

ん
だ
！
」 

 
 

 

隼
也
、
そ
う
言
っ
て
ノ
ー
ト
を
奪
い
取
る
。 

 
 

 

そ
の
ま
ま
書
か
れ
た
内
容
を
読
み
上
げ
た
。 

隼
也
「
ど
れ
ど
れ…

…

『
今
日
は
試
合
の
日
。
舞
花 

さ
ん
が
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
』
何
だ
こ
れ
、

全
部
ウ
ソ
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
」 

男
友
達
「
妄
想
日
記
だ
な
こ
り
ゃ
！
」 

女
友
達
「
ウ
ケ
る
ー
！
」 

 
 

 

隼
也
た
ち
、
大
笑
い
す
る
。 

 
 

 

舞
花
は
笑
っ
て
い
な
い
。 

 
 

 

健
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
い
る
。 

隼
也
「
舞
花
、
弁
当
作
っ
て
や
っ
た
の
か
？
」 
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舞
花
「
そ
ん
な
訳
な
い
じ
ゃ
ん
」 

隼
也
「
だ
よ
な
、
は
は
は
」 

健
「
う
ぅ
っ
！
」 

 
 

 

健
、
恥
ず
か
し
く
て
教
室
を
飛
び
出
す
。 

隼
也
、
健
の
ノ
ー
ト
を
ゴ
ミ
箱
へ
。 

隼
也
「
舞
花
は
俺
の
彼
女
だ
っ
て
の
」 

 
 

 

一
同
、
掃
除
を
終
わ
ら
せ
て
帰
宅
。 

 
 

 

舞
花
、
ゴ
ミ
箱
の
ノ
ー
ト
が
気
に
な
っ
た
。 

 

〇
同
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ 

 
 

 

舞
花
、
隼
也
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
を
見
る
。 

舞
花
「
頑
張
っ
て
ー
！
」 

 
 

 

隼
也
、
見
事
に
得
点
を
入
れ
る
。 

女
友
達
「
こ
れ
な
ら
今
度
の
試
合
も
勝
て
る
ね
」 

 
 

 

舞
花
、
こ
ん
な
時
間
に
玄
関
か
ら
健
が
出
て 

 
 

 

来
る
の
を
見
つ
け
る
が
無
視
し
た
。 

 

〇
通
学
路
・ 

 
 

 

舞
花
と
隼
也
、
そ
し
て
友
人
た
ち
、
途
中
ま 

で
一
緒
に
帰
る
。 
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舞
花
、
一
歩
引
い
て
い
る
。 

隼
也
、
男
友
達
と
女
友
達
の
肩
に
手
を
回
し 

て
喋
る
。 

舞
花
、
羨
望
の
眼
差
し
で
見
て
い
た
。 

隼
也
「
点
決
め
た
の
見
た
？
」 

女
友
達
「
見
て
た
よ
ー
、
カ
ッ
コ
よ
す
ぎ
だ
っ
た
！
」 

男
友
達
「
今
度
は
止
め
る
か
ら
な
ー
」 

舞
花
「
あ
の…

…

」 

男
友
達
「
て
か
さ
、
あ
の
フ
ェ
イ
ン
ト
は
ズ
リ
ぃ 

よ
！
」 

 
 

 

舞
花
、
話
そ
う
と
す
る
が
遮
ら
れ
る
。 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
の
様
子
に
気
付
い
た
。 

隼
也
「
舞
花
は
見
て
く
れ
た
か
？
」 

舞
花
「
見
て
た
よ
」 

隼
也
「
ど
う
だ
っ
た
？
」 

舞
花
「
う
ん
、
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
よ
」 

隼
也
「
よ
っ
し
ゃ
！ 

い
い
と
こ
見
せ
れ
た
ぜ
！
」 

 
 

 

隼
也
、
喜
び
走
り
出
す
。 

女
友
達
「
待
っ
て
ー
」 

 
 

 

男
友
達
と
女
友
達
、
隼
也
に
着
い
て
走
り
出 
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す
。 

舞
花
、
三
人
を
無
表
情
で
見
て
い
た
。 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

女
友
達
「
じ
ゃ
あ
ね
ー
」 

 
 

 
男
友
達
と
女
友
達
、
分
か
れ
道
で
隼
也
と
舞 

 
 

 

花
と
別
れ
る
。 

 
 

 

隼
也
と
舞
花
、
二
人
で
帰
る
。 

隼
也
「
な
ぁ
、
今
日
俺
ん
家
来
ね
ぇ
？ 

最
近
ご
無 

 

沙
汰
だ
っ
た
し
シ
ュ
ー
ト
決
め
た
ご
褒
美
に
さ…

 

…

」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
の
手
を
握
り
顔
を
近
づ
け
る
。 

 
 

 

舞
花
、
拒
絶
し
手
を
放
す
。 

舞
花
「
今
日
は
ダ
メ
だ
よ
、
お
父
さ
ん
早
い
か
ら
準 

 

備
し
と
か
な
い
と…

…

」 

 
 

 

隼
也
、
明
確
に
不
機
嫌
に
な
る
。 

隼
也
「
ま
た
親
父
か
よ
。
何
で
お
前
が
あ
ん
な
奴
の 

ご
機
嫌
取
り
し
な
き
ゃ
な
ん
ね
ぇ
？
」 

舞
花
「
だ
っ
て
お
母
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
間
に
合
わ
な
い 

 

し
、
お
母
さ
ん
も
大
変
そ
う
だ
し…

…

」 

隼
也
「
飯
用
意
し
て
ね
ぇ
位
で
キ
レ
る
奴
と
は
別
れ 
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ろ
っ
て
言
え
よ
」 

舞
花
「
そ
ん
な
簡
単
な
話
じ
ゃ
な
い
よ…

…

」 

 
 

 

舞
花
と
隼
也
、
距
離
が
空
く
。 

 
〇
団
地
・
舞
花
の
家
・
（
夜
） 

 
 

 

舞
花
、
舞
花
母
（
３
５
）
と
夕
食
を
作
る
。 

舞
花
母
「
宿
題
は
い
い
の…

…

？
」 

舞
花
「
そ
う
だ
、
結
構
あ
る
」 

舞
花
母
「
こ
っ
ち
は
良
い
か
ら
や
っ
ち
ゃ
い
な
さ
い
」 

 
 

 

舞
花
、
鞄
か
ら
宿
題
を
出
し
取
り
組
む
。 

 
 

 

舞
花
父
（
３
９

）
、

酒
を
片
手
に
帰
宅
す
る
。 

舞
花
父
「
お
い
ま
だ
飯
出
来
て
ね
ぇ
の
か
よ
」 

舞
花
母
「
今
出
来
る
か
ら
、
大
声
出
さ
な
い
で
」 

 
 

 

舞
花
母
、
舞
花
父
の
帰
宅
に
不
満
。 

舞
花
父
「
舞
花
は
宿
題
か
？ 

ど
れ
ど
れ
」 

 
 

 

舞
花
父
、
舞
花
の
鞄
か
ら
出
て
い
た
ノ
ー
ト

を
拾
う
が
そ
れ
は
持
ち
帰
っ
た
健
の
だ
っ
た
。 

舞
花
「
あ
、
そ
れ…

…

」 

舞
花
父
「
ん
だ
よ
お
前
の
じ
ゃ
ね
ー
じ
ゃ
ん
」 

 
 

 

舞
花
父
、
ノ
ー
ト
を
読
み
上
げ
る
。 
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舞
花
父

「
『

今
日
の
練
習
も
舞
花
さ
ん
が
見
に
来
て 

 

く
れ
た
、
捗
っ
た
』
お
い
お
い
日
記
使
っ
た
告
白 

か
よ
お
い
！
」 

舞
花
「
や
め
て
よ…

…

」 
舞
花
父
「
で
、
付
き
合
う
の
か
？ 

で
も
字
が
汚
ね 

 

ぇ
な
」 

 
 

 

舞
花
、
恥
ず
か
し
く
な
る
。 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

 
 

 

舞
花
父
、
先
に
就
寝
す
る
。 

 
 

 

舞
花
母
、
洗
い
物
を
し
な
が
ら
舞
花
に
問
う
。 

舞
花
母
「
も
う
あ
の
人
か
ら
逃
げ
た
い
、
実
家
帰
る 

 

っ
て
言
っ
た
ら
舞
花
は
着
い
て
き
て
く
れ
る
？
」 

舞
花
「
う
ー
ん
、
ど
う
し
よ
う
か
な…

…

」 

舞
花
母
「
何
悩
ん
で
る
の
、
ア
ン
タ
友
達
い
る
の
？
」 

舞
花
「
一
応
い
る
よ
、
今
日
も
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動 

 

見
て
来
た
し…

…

」 

舞
花
母
「
サ
ッ
カ
ー
部
な
ん
て
ア
ン
タ
全
然
そ
ん
な 

ガ
ラ
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
な
い
、
無
理
し
て
付
き
合
っ 

て
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

舞
花
「
そ
れ
は…

…

関
係
な
い
で
し
ょ
」 
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舞
花
、
自
室
に
入
る
。 

 

〇
同
・
舞
花
の
部
屋
・
（
夜
） 

 
 

 

舞
花
、
健
の
ノ
ー
ト
を
覗
い
て
み
る
。 

舞
花

「
『

今
日
は
雨
だ
っ
た
の
に
傘
を
持
っ
て
な
か 

 

っ
た
。
で
も
舞
花
さ
ん
が
同
じ
傘
に
入
れ
て
く
れ 

た
』
『
舞
花
さ
ん
と
一
緒
に
牧
師
さ
ん
の
所
へ
行 

っ
た
。
で
も
神
様
は
信
じ
な
い
ぞ

』
」 

 
 

 

舞
花
、
そ
っ
と
ノ
ー
ト
を
閉
じ
る
。 

舞
花
「
キ
モ
」 

 

〇
高
校
・
廊
下
・
（
日
替
わ
り
朝
） 

 
 

 

舞
花
、
健
に
ノ
ー
ト
を
返
す
。 

舞
花
「
は
い
こ
れ
。
隼
也
は
い
つ
も
あ
ん
な
感
じ
だ 

 

か
ら
、
気
に
し
な
い
方
が
い
い
」 

健
「
あ
、
あ
り
が
と
う…

…

」 

舞
花
「
ア
イ
ツ
ら
弱
い
奴
に
は
強
く
当
た
る
か
ら
さ
、 

 

 

嫌
な
ヤ
ツ
ら
だ
よ
」 

健
「
え
ぇ…

…

」 

舞
花
「
そ
れ
じ
ゃ
」 
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健
、
去
る
舞
花
の
背
中
を
見
つ
め
て
い
た
。 

 
 

 

そ
の
顔
は
赤
か
っ
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・ 

 
 

 
英
語
教
師
（
５
３

）
、

生
徒
に
指
示
を
出
す
。 

英
語
教
師
「
じ
ゃ
あ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
や
り
取
り 

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
」 

 
 

 

舞
花
、
隼
也
と
グ
ル
ー
プ
を
組
も
う
と
す
る 

 
 

 

が
健
に
話
し
掛
け
ら
れ
る
。 

健
「
あ
の
っ
、
一
緒
に
組
み
ま
せ
ん
か
？
」 

舞
花
「
え
ぇ…

…

？
」 

隼
也
「
あ
の
な
、
舞
花
は
俺
と
組
む
ん
だ
よ
。
何
で 

 

お
前
な
ん
か
と
」 

 
 

 

舞
花
と
隼
也
、
離
れ
よ
う
と
す
る
。 

 
 

 

健
、
追
い
掛
け
た
。 

健
「
じ
ゃ
あ
次
の
番
で
も
良
い
か
ら
っ
」 

 
 

 

舞
花
、
無
視
し
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・ 

 
 

 

昼
休
み
、
舞
花
は
隼
也
達
と
弁
当
を
広
げ
る
。 
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健
、
そ
こ
に
乱
入
す
る
。 

健
「
あ
の
っ…

…

お
、
俺
も
一
緒
に
っ
」 

 
 

 

健
、
舞
花
の
弁
当
を
見
て
目
を
見
張
る
。 

健
「
わ
ぁ
、
こ
れ
自
分
で…

…

？
」 

 
 

 
し
か
し
無
視
さ
れ
て
健
の
席
は
開
け
ら
れ
な 

 
 

 

か
っ
た
。 

女
友
達
「
何
コ
イ
ツ
」 

 
 

 

女
友
達
、
あ
ざ
笑
う
。 

 
 

 

健
、
そ
の
場
か
ら
離
れ
た
。 

 

〇
同
・
廊
下
・ 

 
 

 

舞
花
、
友
人
た
ち
と
隼
也
の
部
活
を
見
に
行 

こ
う
と
す
る
と
健
に
話
し
掛
け
ら
れ
る
。 

健
「
こ
の
あ
と
牧
師
さ
ん
の
所
に
行
く
ん
だ
け
ど
よ 

け
れ
ば
ど
う
で
す
っ
？ 

神
様
は
信
じ
て
な
い 

 

け
ど
牧
師
さ
ん
良
い
人
だ
か
ら
っ…

…

」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
の
代
わ
り
に
叱
る
。 

隼
也
「
お
い
し
つ
こ
い
ぞ
」 

健
「
え…

…

」 

隼
也
「
舞
花
嫌
が
っ
て
る
だ
ろ
、
嫌
が
る
事
す
ん
じ 
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ゃ
ね
ぇ
よ
」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
の
肩
に
手
を
回
し
去
る
。 

 

〇
同
・
階
段
踊
り
場
・ 

 
 

 
舞
花
、
隼
也
の
部
活
の
休
憩
中
に
階
段
の
踊 

 
 

 

り
場
で
会
話
し
て
い
た
。 

隼
也
「
な
ぁ
流
石
に
試
合
後
ま
で
お
預
け
は
し
ん
ど 

 

い
ぜ
？
」 

舞
花
「
え
ぇ
、
今
日
も
ダ
メ
だ
よ…

…

？
」 

隼
也
「
で
も
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
試
合
に
影
響
出
ち
ま
う
、 

 

せ
め
て
手
で
さ
？
」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
に
迫
る
。 

舞
花
「
ち
ょ
っ
と
、
や
め
て
よ
学
校
だ
よ
っ
？
」 

隼
也
「
大
丈
夫
だ
よ
誰
も
来
ね
ぇ
っ
て…

…

」 

舞
花
「
い
や
っ…

…

」 

 
 

 

健
、
た
ま
た
ま
階
段
を
昇
っ
て
来
る
。 

健
「
え…

…

？
」 

 
 

 

健
、
舞
花
が
嫌
が
っ
て
い
る
の
を
見
る
。 

健
「
そ
、
そ
っ
ち
が
嫌
が
る
事
す
る
な
っ
て
言
っ
た 

 

ん
じ
ゃ
ん
か…

…

！
」 
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健
、
舞
花
を
助
け
よ
う
と
隼
也
に
掴
み
か
か 

 
 

 

る
。 

隼
也
「
お
い
離
せ
っ
て…

…

っ
」 

 
 

 

隼
也
、
抵
抗
し
て
健
を
叩
い
て
し
ま
う
。 

健
「
痛
っ…

…

や
、
や
め
ろ
ぉ
！
」 

 
 

 

健
、
反
射
的
に
反
撃
し
て
し
ま
う
。 

 
 

 

隼
也
を
思
い
切
り
突
き
飛
ば
し
た
。 

隼
也
「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
」 

 
 

 

隼
也
、
階
段
か
ら
転
げ
落
ち
る
。 

舞
花
「
隼
也
！
」 

 
 

 

隼
也
、
足
が
変
な
方
向
に
曲
が
っ
て
い
た
。 

 

〇
同
・
生
徒
指
導
室
・
（
夜
） 

 
 

 

学
校
に
親
を
呼
ば
れ
る
。 

 
 

 

舞
花
母
、
健
父
（
４
６
）
が
話
を
聞
く
。 

担
任
「
い
く
ら
舞
花
さ
ん
が
嫌
が
る
事
を
し
て
た
と 

 

は
い
え
階
段
か
ら
落
と
す
の
は
や
り
す
ぎ
で
す
。 

現
に
足
が
折
れ
て
少
し
の
間
入
院
す
る
事
に
な
っ 

た
ん
で
す
か
ら
」 

 
 

 

担
任
、
健
の
普
段
の
様
子
も
伝
え
る
。 
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担
任
「
息
子
さ
ん
は
普
段
か
ら
不
真
面
目
な
様
子
が 

目
立
ち
ま
す
、
流
石
に
こ
れ
以
上
は
見
過
ご
せ
ま

せ
ん
よ
？
」 

健
父
「
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
、
息
子
も
頑
張 

っ
て
い
ま
す
の
で
ど
う
か…

…

！
」 

 
 

 

舞
花
、
興
味
な
さ
そ
う
に
聞
い
て
い
る
母
を

横
目
で
見
て
い
た
。 

 

〇
同
・
廊
下
・
（
夜
） 

 
 

 

舞
花
、
舞
花
母
と
帰
ろ
う
と
す
る
と
健
と
健

父
に
呼
び
止
め
ら
れ
る
。 

健
父
「
今
日
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
、
息
子
も
反
省 

し
て
ま
す
の
で…
…

っ
」 

健
「
ご
、
ご
め
ん
な
さ
い…

…

」 

 
 

 

舞
花
母
、
不
機
嫌
そ
う
に
し
て
い
た
た
め
舞

花
は
先
に
戻
ら
せ
る
。 

舞
花
「
先
に
車
戻
っ
て
て
」 

舞
花
母
「
う
ん
」 

 
 

 

舞
花
、
母
が
戻
っ
た
の
を
確
認
し
健
に
話
す
。 

舞
花
「
隼
也
ね
、
も
う
す
ぐ
大
事
な
試
合
だ
っ
た
の
」 
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健
「
う
、
う
ん…

…

」 

舞
花
「
私
も
応
援
し
て
た
の
に
ね…

…

」 

 
 

 

健
、
罪
悪
感
が
顔
に
出
て
い
る
。 

舞
花
「
ま
ぁ
あ
の
ま
ま
あ
そ
こ
で
さ
れ
る
の
は
嫌
だ 

っ
た
し
、
助
け
て
く
れ
た
の
は
分
か
っ
て
る
」 

健
「
え
？
」 

舞
花
「
私
の
こ
と
好
き
な
ら
さ
、
も
っ
と
見
合
う
よ 

う
に
努
力
し
な
よ
」 

 
 

 

健
、
顔
を
真
っ
赤
に
染
め
上
げ
る
。 

舞
花
「
そ
の
無
駄
に
長
い
髪
切
り
な
。
髭
も
ち
ゃ
ん 

と
剃
っ
て
も
っ
と
綺
麗
に
し
て
き
て
よ
」 

 
 

 

舞
花
、
突
き
放
す
よ
う
に
そ
れ
だ
け
言
っ
て

去
る
。 

 
 

 

健
、
父
に
尋
ね
た
。 

健
「
父
さ
ん
、
床
屋
さ
ん
行
き
た
い
」 

健
父
「
は
は
、
や
っ
と
か
」 

 

〇
団
地
・
舞
花
の
家
・
（
夜
） 

 
 

 

舞
花
と
舞
花
母
、
帰
宅
す
る
が
舞
花
父
が
怒

る
。 
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舞
花
父
「
こ
ん
な
時
間
ま
で
ど
こ
行
っ
て
た
！
」 

舞
花
母
「
舞
花
の
学
校
よ
、
大
声
出
さ
な
い
で
壁
薄 

 

い
ん
だ
か
ら…

…

」 

舞
花
父
「
腹
減
っ
た
ん
だ
よ
、
遅
く
な
る
な
ら
連
絡 

く
ら
い
し
ろ
よ
な
？
」 

 
 

 

舞
花
父
、
舞
花
に
迫
る
。 

舞
花
父
「
ん
で
何
や
ら
か
し
た
ん
だ
？
」 

舞
花
「
い
い
で
し
ょ
別
に…

…

」 

舞
花
父
「
ち
っ
、
反
抗
的
に
な
り
や
が
っ
て
」 

 
 

 

舞
花
父
、
そ
の
ま
ま
風
呂
に
入
っ
た
。 

 
 

 

舞
花
母
、
愚
痴
を
言
う
。 

舞
花
母
「
何
な
の
、
疲
れ
て
る
か
ら
っ
て
私
ら
に
当 

た
ら
な
い
で
よ
ね
っ
」 

 
 

 

舞
花
母
、
小
声
で
言
う
。 

舞
花
母
「
絶
対
離
婚
し
て
や
る
、
こ
ん
な
ヤ
ツ
っ
」 

 
 

 

舞
花
、
そ
ん
な
母
を
見
て
い
た
。 

 

〇
高
校
・
教
室
・
（
日
替
わ
り
朝
） 

 
 

 

舞
花
、
教
室
で
隼
也
の
話
題
を
聞
い
て
い
た
。 

女
友
達
「
隼
也
ケ
ガ
し
た
っ
て
マ
ジ
？ 

試
合
ど
う 
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す
ん
の
？
」 

男
友
達
「
ア
イ
ツ
何
や
っ
て
ん
だ
よ…

…

」 

 
 

 

ク
ラ
ス
中
で
健
へ
の
ヘ
イ
ト
が
高
ま
る
。 

 
 

 

健
、
そ
こ
で
教
室
に
入
る
。 

健
「
お
、
お
は
よ
う
舞
花
さ
ん…

…

！
」 

 
 

 

舞
花
、
髪
を
切
り
髭
を
剃
っ
た
小
綺
麗
な
健

を
見
て
驚
く
。 

舞
花
「
お
は
よ…

…

？
」 

 
 

 

健
、
満
足
そ
う
に
席
に
つ
く
。 

 
 

 

担
任
、
教
室
に
入
る
な
り
驚
い
た
。 

担
任
「
お
ぉ
何
か
爽
や
か
だ
な…

…

」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
終
わ
る
。 

 
 

 

舞
花
、
健
の
悪
口
を
聞
く
。 

女
友
達
「
何
な
の
ア
イ
ツ
、
隼
也
に
酷
い
事
し
た
途 

端
に
爽
や
か
に
な
っ
て
さ
？
」 

健
、
そ
こ
で
舞
花
の
所
へ
。 

健
「
ど
う
で
す
か
、
言
わ
れ
た
通
り
に
し
た
ん
で
す 

 

け
ど…

…

」 

舞
花
「
ち
ょ
っ
と
っ
」 



 19 

女
友
達
「
え
、
舞
花
が
言
っ
た
の
？
」 

舞
花
「
い
や
、
ア
ド
バ
イ
ス
っ
て
い
う
か…

…

」 

 
 

 

健
、
舞
花
の
反
応
を
待
っ
て
い
る
。 

舞
花
「
似
合
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い…

…

？
」 

健
「
や
っ
た
！
」 

 
 

 

健
、
ス
キ
ッ
プ
で
自
分
の
机
に
戻
る
。 

 
 

 

舞
花
、
溜
息
を
吐
い
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・
（
朝
） 

 
 

 

担
任
、
数
学
の
授
業
を
行
う
。 

 
 

 

健
、
チ
ッ
ク
を
出
し
な
が
ら
妄
想
日
記
を
書 

 
 

 

き
ペ
ン
を
何
度
も
叩
き
つ
け
る
。 

健
「
ん
っ
、
ん
ぁ
ー
ん
っ
」 

担
任
「
ま
た
関
係
な
い
事
し
て
る
の
か…

…

？
」 

 
 

 

舞
花
、
皆
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
の
を
感
じ 

 
 

 

健
を
止
め
た
。 

舞
花
「
ね
ぇ
、
ち
ゃ
ん
と
授
業
聞
き
な
？ 

あ
と
ペ 

 

ン
叩
く
音
う
る
さ
い
よ
」 

健
「
あ
っ
、
ご
め
ん
な
さ
い
っ…

…

」 

 
 

 

健
、
舞
花
に
注
意
さ
れ
す
ぐ
に
や
め
た
。 
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数
学
の
ノ
ー
ト
と
教
科
書
を
取
り
出
す
。 

担
任
「
お
前
ど
う
し
て…

…

？
」 

 
 

 

一
同
、
舞
花
に
驚
い
て
い
た
。 

 
 

 

し
か
し
舞
花
、
恥
ず
か
し
い
。 

 

〇
同
・
教
室
・ 

 
 

 

舞
花
、
何
故
か
健
と
隣
で
弁
当
を
食
べ
る
。 

 
 

 

健
、
口
に
物
を
詰
め
た
ま
ま
喋
る
。 

健
「
昨
日
父
さ
ん
と
慌
て
て
ま
だ
や
っ
て
る
床
屋
さ 

 

ん
探
し
て
っ
、
安
か
っ
た
け
ど…

…

」 

舞
花
「
食
べ
な
が
ら
喋
る
の
や
め
て
」 

健
「
あ
っ
、
ん
っ…

…

ご
め
ん
な
さ
い
っ
」 

 
 

 

健
、
飲
み
込
ん
で
か
ら
謝
る
。 

 
 

 

舞
花
、
溜
息
を
吐
い
た
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

健
、
別
の
授
業
で
は
手
を
挙
げ
た
。 

健
「
え
っ
と
、
答
え
は
４
番
で
す…

…

！
」 

英
語
教
師
「
答
え
は
違
い
ま
す
け
ど
珍
し
い
で
す
ね
」 

 
 

 

教
室
に
い
る
一
同
は
驚
い
て
い
た
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×
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そ
し
て
帰
り
の
会
の
直
前
。 

 
 

 

女
友
達
、
舞
花
に
提
案
す
る
。 

女
友
達
「
ね
ぇ
舞
花
、
し
ば
ら
く
ア
イ
ツ
の
担
当
に 

 
な
れ
ば
？
」 

舞
花
「
ど
う
い
う
事
？
」 

女
友
達
「
ア
イ
ツ
舞
花
の
言
う
事
な
ら
聞
く
じ
ゃ
ん
、 

 

隼
也
が
退
院
す
る
ま
で
で
良
い
か
ら
ア
イ
ツ
の
面 

倒
見
て
や
り
な
よ
」 

舞
花
「
え
ー
、
何
で
私
が…

…
」 

 
 

 

担
任
、
教
室
に
入
る
。 

担
任
「
ん
じ
ゃ
席
に
つ
け
ー
」 

女
友
達
「
せ
ん
せ
ー
！
」 

担
任
「
ん
、
何
だ
？
」 

女
友
達
「
舞
花
が
コ
イ
ツ
の
面
倒
見
た
い
っ
て
！
」 

 
 

 

女
友
達
、
健
を
指
し
て
言
う
。 

舞
花
「
ち
ょ
っ
と
勝
手
に…

…

！
」 

担
任
「
確
か
に
今
日
一
日
調
子
よ
か
っ
た
か
ら
な
ぁ
」 

 
 

 

担
任
、
少
し
考
え
て
か
ら
舞
花
と
健
に
問
う
。 

担
任
「
お
前
ら
は
そ
れ
で
い
い
の
か
？
」 

 
 

 

舞
花
は
考
え
る
が
健
は
即
答
し
た
。 
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健
「
は
い
！
」 

 
 

 

舞
花
、
健
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
を
見
て
選
択 

 
 

 

を
迫
ら
れ
る
。 

舞
花
「
は
ぁ
ー
、
分
か
り
ま
し
た
よ
！
」 

 
 

 
健
、
嬉
し
そ
う
な
顔
を
浮
か
べ
る
。 

 
 

 

舞
花
は
不
安
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。 

 

〇
同
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
・ 

 
 

 

舞
花
と
健
、
牧
師
と
話
す
。 

牧
師
「
健
係
ね
～
、
い
い
じ
ゃ
な
い
人
と
関
わ
る
機 

 

会
が
出
来
て
」 

健
「
う
、
う
ん…

…

」 

 
 

 

健
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
る
。 

牧
師
「
こ
の
子
、
他
人
が
苦
手
だ
か
ら
練
習
相
手
に 

 

な
っ
て
あ
げ
て
」 

舞
花
「
は
い…

…

」 

健
「
で
も
ま
だ
他
の
人
は
怖
い
よ
、
今
日
も
俺
の
こ 

 

舞
花
さ
ん
に
押
し
付
け
て
嬉
し
そ
う
に
し
て
た
」 

牧
師
「
聖
書
に
も
書
い
て
あ
る
で
し
ょ
『
敵
を
愛
し 

 

迫
害
す
る
者
の
た
め
に
祈
り
な
さ
い
』
っ
て
」 
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健
「
ま
た
聖
書
の
話
、
俺
は
信
じ
て
な
い
か
ら
ね
」 

牧
師
「
無
理
に
理
解
す
る
必
要
は
な
い
よ
、
い
つ
か 

 

自
然
に
理
解
で
き
る
日
が
来
る
さ
」 

 
 

 

牧
師
、
舞
花
を
気
遣
う
。 

牧
師
「
ご
め
ん
ね
置
い
て
け
ぼ
り
に
し
ち
ゃ
っ
て
」 

舞
花
「
い
え…

…

」 

牧
師
「
前
の
学
校
で
虐
め
ら
れ
て
ね
、
お
父
さ
ん
の 

 

友
達
の
僕
が
い
る
こ
こ
に
転
校
さ
せ
て
面
倒
見
る 

事
に
し
た
ん
だ
」 

舞
花
「
そ
う
な
ん
で
す
ね…

…

」 

牧
師
「
で
も
や
っ
ぱ
り
人
が
怖
い
み
た
い
で
。
日
記 

 

を
返
し
て
く
れ
た
君
な
ら
上
手
く
や
れ
る
と
思
っ 

た
み
た
い
」 

 
 

 

牧
師
、
舞
花
に
お
願
い
を
す
る
。 

牧
師
「
大
変
か
も
し
れ
な
い
け
ど
仲
良
く
し
て
や
っ 

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
」 

舞
花
「
は
い
、
頑
張
り
ま
す…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
断
り
切
れ
な
か
っ
た
。 

舞
花
「
ね
ぇ
、
そ
の
妄
想
日
記
は
何
な
の
？
」 

健
「
え
っ
と
、
俺
の
理
想
で…

…

こ
れ
を
モ
チ
ベ
ー 
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シ
ョ
ン
に
人
間
関
係
頑
張
ろ
う
と
し
て
」 

舞
花
「
何
で
優
し
く
す
る
前
か
ら
私
出
て
ん
の
？
」 

 
 

 

健
、
顔
を
赤
く
す
る
。 

 
 

 

牧
師
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た
。 

牧
師
「
ホ
ラ
、
言
っ
て
ご
ら
ん
？
」 

健
「
実
は
っ
、
舞
花
さ
ん
達
の
グ
ル
ー
プ
に
憧
れ
て
」 

舞
花
「
は
ぁ
？ 
私
ら
の
ど
こ
に
？
」 

健
「
キ
ラ
キ
ラ
し
て
た
。
サ
ッ
カ
ー
頑
張
っ
て
応
援 

し
て
も
ら
っ
て…

…

楽
し
そ
う
に
し
て
た
」 

 
 

 

健
、
隼
也
た
ち
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
。 

健
「
俺
に
は
そ
ん
な
経
験
な
い
か
ら
羨
ま
し
か
っ
た
」 

 
 

 

舞
花
、
も
ど
か
し
そ
う
に
返
答
。 

舞
花
「
そ
う
、
な
ん
だ…
…

」 

 
 

 

牧
師
、
そ
こ
で
提
案
を
し
た
。 

牧
師
「
一
緒
に
祈
ら
な
い
か
い
？ 

気
持
ち
だ
け
で 

 

も
共
有
し
た
ら
ス
ッ
キ
リ
す
る
よ
」 

舞
花
「
あ
、
は
い
」 

 
 

 

一
同
、
こ
う
し
て
祈
る
。 

牧
師
「
天
に
お
ら
れ
る
我
ら
の
父
よ…

…

」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×
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祈
り
終
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
健
父
が
迎
え
に 

 
 

 

来
る
。 

健
父
「
今
日
も
あ
り
が
と
ね
先
生
」 

牧
師
「
良
い
ん
だ
よ
、
そ
れ
に
よ
う
や
く
先
に
進
ん 

 

だ
」 

 
 

 

牧
師
、
舞
花
を
指
し
言
う
。 

健
父
「
舞
花
ち
ゃ
ん
だ
っ
け
、
あ
り
が
と
ね
」 

舞
花
「
い
、
い
え…

…
」 

健
父
「
今
日
は
遅
い
し
送
っ
て
く
よ
」 

舞
花
「
え
、
い
い
で
す
っ
」 

健
父
「
い
い
か
ら
、
遠
慮
し
な
い
で
」 

 
 

 

舞
花
、
そ
の
ま
ま
健
父
の
車
へ
。 

 

〇
健
父
の
車
・
（
夜
） 

 
 

 

健
父
、
舞
花
に
家
の
場
所
を
聞
い
て
運
転
。 

 
 

 

健
は
爆
睡
し
て
い
る
。 

健
父
「
意
外
と
家
と
近
い
な
」 

舞
花
「
そ
う
な
ん
で
す
ね
」 

 
 

 

健
父
、
息
子
が
寝
て
い
る
の
を
確
認
し
語
る
。 

健
父
「
ウ
チ
な
ぁ
、
健
が
母
さ
ん
と
上
手
く
や
れ
な 
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く
て
家
を
出
て
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
」 

舞
花
「
え…

…

」 

健
父
「
最
初
は
分
か
っ
て
な
か
っ
た
け
ど
段
々
成
長 

 
す
る
内
に
自
分
の
せ
い
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
気 

付
き
出
し
て…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
映
る
健
父
の
表
情 

 
 

 

を
伺
う
。 

健
父
「
そ
っ
か
ら
だ
、
人
と
関
わ
る
の
を
怖
が
り
始 

 

め
た
の
は…

…

」 

 
 

 

健
父
、
改
め
て
お
願
い
を
す
る
。 

健
父
「
だ
か
ら
よ
う
や
く
っ
て
感
じ
で
嬉
し
い
ん
だ
、 

 

コ
イ
ツ
の
事
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
」 

 
 

 

舞
花
、
複
雑
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
内
に 

 
 

 

車
は
家
に
着
い
た
。 

 

〇
団
地
・
舞
花
の
家
・
（
夜
） 

 
 

 

舞
花
父
と
舞
花
母
、
家
で
喧
嘩
を
し
て
い
る
。 

舞
花
父
「
お
前
が
マ
ト
モ
に
は
た
ら
け
な
い
か
ら
生 

 

活
が
苦
し
い
ん
だ
ろ
？
」 

舞
花
母
「
私
だ
っ
て
好
き
で
働
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い 
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わ
よ
！
」 

 
 

 

舞
花
、
そ
の
や
り
取
り
を
無
視
し
た
。 

 

〇
高
校
・
教
室
・
（
日
替
わ
り
朝
） 

 
 

 
舞
花
、
健
係
の
日
々
を
送
る
。 

 
 

 

席
が
隣
に
な
り
く
っ
つ
け
ら
れ
、
勉
強
を
つ 

 
 

 

き
っ
き
り
で
見
て
い
る
。 

舞
花
「
ホ
ラ
集
中
切
れ
て
る
！
」 

健
「
あ
ぁ
っ
」 

 
 

 

健
、
舞
花
の
声
で
目
を
覚
ま
す
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

昼
休
み
、
舞
花
は
女
友
達
と
弁
当
を
食
べ
る
。 

 
 

 

そ
こ
に
健
は
い
な
い
。 

女
友
達
「
昼
休
み
は
ア
イ
ツ
い
い
の
？
」 

舞
花
「
別
に
授
業
聞
か
せ
る
だ
け
だ
か
ら
、
ア
ン
タ 

 

ら
と
の
時
間
も
欲
し
い
し…

…

」 

女
友
達
「
で
も
こ
っ
ち
見
て
る
よ
？
」 

 
 

 

健
、
羨
ま
し
そ
う
に
舞
花
た
ち
を
見
て
い
る
。 

健
「
あ
の
、
俺
も
一
緒
に…

…

」 

舞
花
「
え
ぇ…

…

？
」 
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舞
花
、
少
し
考
え
て
決
断
す
る
。 

舞
花
「
は
ぁ
、
分
か
っ
た
よ
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

健
、
舞
花
に
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
。 

健
「
そ
ん
で
牧
師
さ
ん
と
父
さ
ん
が
ぁ
！
」 

舞
花
「
ま
た
口
に
入
れ
た
ま
ま…

…

」 

健
「
ん
ん
っ…

…
」 

 
 

 

女
友
達
、
２
人
の
様
子
を
見
る
。 

女
友
達
「
何
か
良
い
コ
ン
ビ
じ
ゃ
な
い
？
」 

舞
花
「
え
、
ど
こ
が
？
」 

 
 

 

健
は
微
笑
ん
で
い
た
。 

女
友
達
「
じ
ゃ
、
邪
魔
し
ち
ゃ
悪
い
し
私
は
ど
っ
か 

行
く
ね
」 

舞
花
「
え
、
待
っ
て…

…

」 

 
 

 

女
友
達
、
去
っ
て
し
ま
う
。 

 
 

 

舞
花
、
寂
し
そ
う
に
手
を
伸
ば
し
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・
（
日
替
わ
り
朝
） 

 
 

 

健
、
授
業
で
正
解
す
る
。 

担
任
「
お
ぉ
よ
く
正
解
し
た
な
」 
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健
「
へ
へ
っ
」 

 
 

 

健
、
舞
花
を
見
て
笑
う
。 

 
 

 

し
か
し
舞
花
は
笑
っ
て
い
な
い
。 

女
友
達
「
マ
ジ
で
や
ば
」 

男
友
達
「
俺
テ
ス
ト
無
理
だ
わ
ー
」 

 
 

 

舞
花
、
楽
し
そ
う
な
友
人
を
羨
ま
し
そ
う
に 

見
る
。 

担
任
「
こ
の
ま
ま
午
後
の
小
テ
ス
ト
も
頑
張
れ
よ
」 

 
 

 

担
任
、
健
と
舞
花
を
交
互
に
見
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・ 

 
 

 

数
学
の
小
テ
ス
ト
の
時
間
だ
っ
た
。 

 
 

 

健
、
集
中
し
て
取
り
組
む
。 

 
 

 

舞
花
、
健
の
姿
と
友
人
た
ち
の
姿
を
交
互
に 

見
て
い
た
。 

 

〇
同
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
・
（
日
替
わ
り
） 

 
 

 

牧
師
、
放
課
後
に
健
の
小
テ
ス
ト
の
結
果
に 

喜
ぶ
。 

牧
師
「
こ
ん
な
点
数
獲
っ
た
の
初
め
て
だ
ろ
！
」 
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牧
師
、
健
の
頭
を
強
く
撫
で
る
。 

健
「
う
わ
ー
や
め
ろ
ー
」 

 
 

 

健
、
そ
う
言
い
な
が
ら
も
笑
顔
だ
っ
た
。 

 
 

 

舞
花
、
無
表
情
で
眺
め
て
い
る
。 

 
 

 
牧
師
、
そ
ん
な
舞
花
に
も
笑
顔
を
向
け
た
。 

牧
師
「
君
の
お
陰
か
な
、
あ
り
が
と
ね
！
」 

舞
花
「
ま
ぁ
確
か
に…

…

」 

牧
師
「
見
た
目
も
ス
ッ
キ
リ
し
た
し
な
！
」 

健
「
だ
っ
て
臭
い
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
健
を
ジ
ッ
と
見
つ
め
て
い
る
。 

舞
花
「
隼
也
が
戻
る
ま
で
、
ね
」 

 
 

 

舞
花
、
独
り
で
呟
い
た
。 

 

〇
団
地
・
舞
花
の
部
屋
・
（
夜
） 

 
 

 

舞
花
、
ベ
ッ
ド
に
転
が
り
ス
マ
ホ
を
見
る
。 

 
 

 

以
下
、
画
面
上
で 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

女
友
達
「
部
活
の
終
わ
り
に
遊
ん
で
き
た
よ
！
」 

男
友
達
「
プ
リ
撮
っ
た
か
ら
送
る
わ
」 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 



 31 

 
 

 

舞
花
、
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
に
送
ら
れ
た
画 

 

 
 

 

像
を
見
て
唇
を
噛
む
。 

 

〇
同
・
教
室
・
（
日
替
わ
り
朝
） 

 
 

 
隼
也
、
松
葉
杖
を
つ
い
て
登
校
。 

隼
也
「
よ
ぉ
」 

 
 

 

男
友
達
、
隼
也
に
駆
け
寄
る
。 

男
友
達
「
も
う
退
院
し
た
の
！ 

で
も
試
合
は…

…

」 

隼
也
「
流
石
に
完
治
は
間
に
合
わ
ね
ぇ
な…

…

」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
を
見
つ
け
る
。 

隼
也
「
お
ぉ
舞
花
、
来
た
ぜ
」 

舞
花
「
あ
れ
、
早
か
っ
た
ね…
…

」 

隼
也
「
何
だ
よ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
薄
い
な
ぁ
」 

 
 

 

健
、
そ
こ
で
登
校
し
舞
花
の
隣
に
座
る
。 

健
「
あ
、
え
っ
と…

…

」 

 
 

 

健
、
隼
也
を
見
て
う
ろ
た
え
る
。 

隼
也
「
お
い
お
い
、
何
で
隣
に
座
る
ん
だ
よ
」 

舞
花
「
こ
こ
だ
け
席
替
え
し
た
の
」 

隼
也
「
他
は
変
わ
ら
な
い
の
に
？
」 

舞
花
「
私
、
彼
の
お
世
話
係
だ
か
ら…

…

」 
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舞
花
、
隼
也
と
健
の
顔
が
見
れ
な
い
。 

隼
也
「
は
ぁ
？ 

何
で
舞
花
が
お
前
な
ん
か
の
！
」 

健
「
う
ぅ…

…

」 

舞
花
「
で
も
隼
也
が
戻
る
ま
で
っ
て
約
束
だ
か
ら
っ
」 

 
 

 
担
任
、
そ
こ
で
入
っ
て
く
る
。 

担
任
「
お
前
ら
座
れ
ー
、
隼
也
、
席
変
わ
っ
た
の
そ 

 

こ
だ
け
だ
か
ら
な
」 

 
 

 

隼
也
、
担
任
に
反
発
す
る
。 

隼
也
「
今
俺
が
戻
る
ま
で
っ
て
言
っ
て
た
ん
す
け
ど
」 

担
任
「
そ
う
な
の
か
？ 

俺
は
聞
い
て
な
い
な
」 

 
 

 

担
任
、
少
し
考
え
て
言
う
。 

担
任
「
と
り
あ
え
ず
今
日
は
も
う
授
業
始
ま
る
か
ら 

 

後
で
考
え
よ
う
」 

隼
也
「
え
ぇ
、
マ
ジ
か
よ…

…

」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

席
は
そ
の
ま
ま
で
授
業
が
始
ま
る
。 

健
「
ん
っ
、
ん
ん
ー
」 

舞
花
「
そ
れ
抑
え
て
」 

健
「
は
い…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
健
係
の
仕
事
は
続
け
て
い
る
。 
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隼
也
、
そ
の
様
子
を
ジ
ッ
と
見
て
い
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・
（
朝
） 

 
 

 

隼
也
、
移
動
教
室
の
準
備
を
す
る
。 

隼
也
「
あ
っ…

…

」 

 
 

 

隼
也
、
松
葉
杖
を
つ
き
な
が
ら
教
科
書
等
を

持
て
ず
落
と
し
て
転
ん
で
し
ま
う
。 

 
 

 

男
友
達
、
隼
也
の
教
科
書
等
を
持
つ
。 

男
友
達
「
大
丈
夫
か
、
持
つ
よ
」 

 
 

 

女
友
達
、
転
ば
な
い
よ
う
に
支
え
る
。 

女
友
達
「
立
て
る
？
」 

隼
也
「
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

隼
也
、
立
ち
上
が
る
が
舞
花
と
健
が
一
緒
に

い
る
の
を
見
つ
け
る
。 

舞
花
「
ノ
ー
ト
持
っ
た
？
」 

健
「
こ
れ
」 

舞
花
「
そ
れ
妄
想
日
記
で
し
ょ
？ 

こ
っ
ち
！
」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
と
健
を
睨
ん
だ
。 

 

〇
同
・
玄
関
・ 
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隼
也
、
男
友
達
と
女
友
達
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
放
課
後
に
玄
関
ま
で
向
か
う
。 

舞
花
「
あ…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
一
瞬
隼
也
を
見
る
が
す
ぐ
に
健
の
方

に
向
き
直
り
健
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
へ
。 

隼
也
「
な
ぁ
、
結
局
ア
イ
ツ
の
係
の
ま
ま
じ
ゃ
ん
」 

女
友
達
「
そ
う
だ
ね
、
先
生
話
し
て
く
れ
な
か
っ
た
」 

男
友
達
「
そ
の
方
が
楽
だ
か
ら
だ
ろ
、
現
に
授
業
中 

静
か
に
な
っ
た
し
」 

隼
也
「
で
も
舞
花
は
俺
の
彼
女
だ
、
何
で
助
け
が
必 

 

要
な
時
に
ま
で
あ
ん
な
奴
の…

…

」 

 
 

 

女
友
達
、
校
門
の
前
に
停
ま
る
車
を
見
つ
け

る
。 

女
友
達
「
あ
、
お
母
さ
ん
来
た
よ
」 

隼
也
「
チ
ッ
」 

 
 

 

隼
也
、
そ
の
ま
ま
母
の
車
で
帰
る
。 

 

〇
同
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
・ 
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舞
花
、
健
と
牧
師
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
ス

マ
ホ
に
隼
也
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て

い
る
事
に
気
付
く
。 

 
 

 

以
下
、
画
面
上
で 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

隼
也
「
お
前
は
俺
の
彼
女
な
ん
だ
か
ら
な
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

舞
花
、
そ
っ
と
ス
マ
ホ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞

っ
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・
（
日
替
わ
り
朝
） 

 
 

 

舞
花
、
隣
の
健
に
話
し
か
け
ら
れ
な
い
。 

 
 

 

健
、
妄
想
日
記
を
書
い
て
い
た
。 

 
 

 

隼
也
、
妄
想
日
記
の
ノ
ー
ト
を
取
り
上
げ
る
。 

隼
也
「
お
い
ま
だ
や
っ
て
ん
の
か
よ
、
ど
れ
ど
れ
？
」 

 
 

 

隼
也
、
妄
想
日
記
を
読
み
上
げ
る
。 

隼
也

「
『

父
さ
ん
と
母
さ
ん
が
仲
直
り
し
て
試
合
を 

 

見
に
』
っ
て
ま
だ
途
中
じ
ゃ
ね
ぇ
か
」 

 
 

 

隼
也
、
勝
手
に
続
き
を
書
き
足
す
。 

男
友
達
、
そ
れ
を
笑
っ
て
見
て
い
た
。 
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隼
也

「
『

来
て
く
れ
た
け
ど
お
母
さ
ん
の
不
倫
相
手 

 

が
来
て
て
修
羅
場
に
』
は
は
、
ウ
ケ
る
！
」 

男
友
達
「
お
い
お
い
や
め
て
や
れ
っ
て
、
ど
ん
な
事 

情
あ
る
か
分
か
ん
な
い
だ
ろ
？
」 

 
 

 
男
友
達
、
笑
っ
て
い
る
。 

 
 

 

健
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
い
る
。 

 
 

 

舞
花
、
流
石
に
隼
也
に
注
意
し
た
。 

舞
花
「
隼
也
、
や
り
す
ぎ…

…

」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
に
問
う
。 

隼
也
「
お
い
お
い
、
彼
氏
の
味
方
し
て
く
ん
な
い
の 

 

か
よ
」 

 
 

 

隼
也
、
そ
の
ま
ま
妄
想
日
記
を
教
室
の
水
槽

に
投
げ
入
れ
る
。 

健
「
あ
ぁ
っ
！
」 

 
 

 

健
、
一
瞬
立
ち
上
が
る
が
座
り
込
ん
で
し
ま

う
。 

隼
也
「
朝
か
ら
体
育
か
よ
、
さ
っ
さ
と
行
こ
う
ぜ
」 

 
 

 

隼
也
、
教
室
を
出
て
い
く
。 

 
 

 

舞
花
、
健
と
隼
也
を
交
互
に
見
て
い
た
。 
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〇
同
・
体
育
館
・
（
朝
） 

 
 

 

健
、
バ
ス
ケ
で
敵
で
あ
る
男
友
達
か
ら
ボ
ー

ル
を
受
け
る
。 

男
友
達
「
ホ
ラ
、
決
め
て
み
ろ
よ
」 

 
 

 
健
、
挑
発
に
乗
っ
て
突
っ
込
ん
で
い
く
。 

 
 

 

男
友
達
、
簡
単
に
避
け
ボ
ー
ル
を
奪
う
。 

 
 

 

健
、
勢
い
余
っ
て
転
ん
で
し
ま
っ
た
。 

 
 

 

隼
也
、
見
学
席
か
ら
声
援
を
送
る
。 

隼
也
「
い
い
ぞ
ー
」 

 
 

 

健
、
俯
い
て
立
ち
上
が
れ
な
い
。 

 
 

 

男
友
達
、
そ
れ
を
責
め
る
。 

男
友
達
「
お
い
邪
魔
だ
、
せ
っ
か
く
楽
し
ん
で
る
の 

に
雰
囲
気
壊
す
な
よ
」 

 
 

 

健
、
そ
の
ま
ま
動
け
ず
遂
に
飛
ん
で
き
た
ボ

ー
ル
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
。 

 
 

 

健
、
更
に
蹲
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

 

舞
花
、
見
て
い
た
が
動
け
な
か
っ
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・ 

 
 

 

放
課
後
、
帰
り
始
め
る
生
徒
た
ち
。 
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健
、
舞
花
の
隣
で
俯
い
て
い
る
。 

舞
花
、
健
を
チ
ラ
チ
ラ
と
見
て
い
る
。 

隼
也
、
そ
こ
へ
や
っ
て
来
る
。 

隼
也
「
よ
ぉ
舞
花
、
俺
ん
家
ま
で
来
な
い
か
？
」 

舞
花
「
え
、
車
じ
ゃ
な
い
の…

…

？
」 

隼
也
「
母
さ
ん
に
乗
せ
て
っ
て
も
ら
う
ん
だ
よ
、
い 

 
 

 

い
だ
ろ
？
」 

 
 

 

舞
花
、
健
を
見
て
言
う
。 

舞
花
「
え
っ
と
、
こ
の
後
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
に…

」 

隼
也
「
コ
イ
ツ
と
か
？ 

何
で
俺
よ
り
ソ
イ
ツ
選
ぶ 

 

ん
だ
よ
、
彼
氏
は
俺
だ
ぞ
？
」 

 
 

 

男
友
達
と
女
友
達
、
集
ま
っ
て
来
る
。 

男
友
達
「
お
い
お
い
、
流
石
に
隼
也
が
可
哀
想
だ 

ろ
？
」 

女
友
達
「
せ
っ
か
く
退
院
し
て
来
た
の
に
構
っ
て
も 

ら
え
な
い
と
ね…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
健
を
見
る
と
健
も
舞
花
を
見
て
い
た

事
に
気
付
く
。 

 
 

 

舞
花
と
健
、
目
が
合
っ
て
し
ま
う
。 

健
「
舞
花
さ
ん…

…

」 
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舞
花
、
歯
を
食
い
し
ば
る
。 

女
友
達
「
元
々
隼
也
が
戻
る
ま
で
っ
て
話
だ
っ
た
じ 

ゃ
ん
。
何
、
ま
さ
か
好
き
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
？
」 

男
友
達
「
え
、
そ
ん
な
事
あ
る
？
」 

舞
花
「
え
、
そ
う
い
う
訳
じ
ゃ…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
否
定
し
て
し
ま
う
が
健
の
目
を
見
て

言
葉
を
止
め
る
。 

隼
也
「
否
定
し
な
い
っ
て
事
は
そ
う
な
の
か
？
」 

舞
花
「
え
、
い
や…

…

」 

隼
也
「
俺
の
彼
女
な
ら
ち
ゃ
ん
と
否
定
し
て
く
れ
よ
」 

 
 

 

舞
花
、
隣
の
健
と
目
の
前
の
隼
也
を
交
互
に

見
る
。 

舞
花
「
私
は…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
遂
に
答
え
る
。 

舞
花
「
い
い
よ
隼
也
、
行
こ
う
」 

 
 

 

舞
花
、
立
ち
上
が
り
隼
也
を
選
ぶ
。 

 
 

 

健
の
顔
は
見
て
い
な
か
っ
た
。 

隼
也
「
よ
っ
し
ゃ
、
そ
う
来
な
く
ち
ゃ
！
」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
の
背
中
を
叩
き
共
に
教
室
か
ら

去
ろ
う
と
す
る
。 
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健
、
舞
花
の
腕
を
掴
む
。 

健
「
待
っ
て
よ
舞
花
さ
ん
っ
！
」 

 
 

 

舞
花
、
歯
を
食
い
縛
り
な
が
ら
健
を
振
り
ほ

ど
い
た
。 

舞
花
「
ね
ぇ
、
ア
ン
タ
の
せ
い
で
友
達
と
全
然
遊
べ 

な
か
っ
た
の
」 

健
「
あ…

…

」 

舞
花
「
よ
う
や
く
戻
れ
る
と
思
っ
た
の
に
邪
魔
し
な 

い
で
」 

健
「
っ…

…

」 

 
 

 

健
、
走
っ
て
教
室
か
ら
飛
び
出
す
。 

 
 

 

そ
の
際
舞
花
た
ち
の
前
に
割
り
込
ん
だ
。 

舞
花
「
わ
っ
」 

隼
也
「
っ
た
く
、
危
ね
ぇ
な…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
一
瞬
健
の
方
を
見
た
が
す
ぐ
に
隼
也

へ
向
き
直
り
彼
に
着
い
て
行
っ
た
。 

 

〇
隼
也
母
の
車
・ 

 
 

 

舞
花
と
隼
也
、
隼
也
母
（
３
４
）
が
運
転
す

る
車
の
後
部
座
席
に
座
る
。 
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舞
花
「
す
み
ま
せ
ん
、
私
も
乗
せ
て
も
ら
っ
ち
ゃ
っ 

て
」 

 
 

 

隼
也
母
、
隼
也
に
文
句
を
言
う
。 

隼
也
母
「
何
で
こ
ん
な
に
ア
ン
タ
の
わ
が
ま
ま
聞
か 

な
き
ゃ
い
け
な
い
の
よ
、
た
だ
で
さ
え
ア
ン
タ
の 

怪
我
で
仕
事
抜
け
出
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
に
」 

隼
也
「
怪
我
は
俺
の
せ
い
じ
ゃ
ね
ぇ
っ
つ
ー
の
」 

隼
也
母
「
は
ぁ
、
し
か
も
私
の
苦
労
な
ん
か
知
り
も 

し
な
い
で
女
な
ん
か
連
れ
込
も
う
と
し
て
」 

 
 

 

隼
也
母
、
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
越
し
に
舞
花
を
睨

む
。 

隼
也
母
「
夜
に
彼
氏
来
る
か
ら
早
め
に
帰
っ
て
ね
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
・
隼
也
の
部
屋 

 
 

 

舞
花
、
汚
い
ア
パ
ー
ト
の
狭
い
隼
也
の
部
屋

で
布
団
の
上
に
座
る
。 

 
 

 

床
に
は
黄
ば
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
散
ら
ば
っ

て
い
た
。 

 
 

 

隼
也
母
、
ゴ
ミ
の
散
乱
し
た
居
間
で
寝
る
。 

隼
也
「
母
さ
ん
い
る
け
ど
久
々
だ
よ
な
、
こ
う
し
て 
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家
来
て
く
れ
た
の
」 

舞
花
「
う
ん…

…

」 

 
 

 

隼
也
、
汚
い
部
屋
を
眺
め
る
舞
花
を
見
て
思

い
切
り
抱
き
着
く
。 

舞
花
「
ち
ょ
っ
、
何
？
」 

隼
也
「
も
う
我
慢
で
き
ね
ぇ
」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
を
抱
き
締
め
た
ま
ま
布
団
に
倒

れ
こ
む
。 

隼
也
「
も
う
試
合
も
ダ
メ
に
な
っ
ち
ま
っ
た
、
だ
か 

 

ら
い
い
だ
ろ
？ 

慰
め
て
く
れ
よ
」 

隼
也
、
舞
花
の
胸
に
顔
を
埋
め
匂
い
を
嗅
ぐ
。 

舞
花
、
隼
也
を
突
き
飛
ば
し
起
き
上
が
っ
た
。 

舞
花
「
や
め
て
よ
っ
！
」 

 
 

 

隼
也
、
足
を
押
さ
え
た
。 

隼
也
「
い
っ
て
ぇ
！ 

何
す
ん
だ
よ
！
」 

 
 

 

舞
花
、
隼
也
に
溜
ま
っ
た
思
い
を
ぶ
つ
け
る
。 

舞
花
「
前
か
ら
思
っ
て
た
、
私
と
付
き
合
っ
て
る
の 

 

っ
て
都
合
よ
く
慰
め
て
く
れ
る
か
ら
で
し
ょ
？
体 

だ
け
が
目
的
っ
」 

隼
也
「
お
前
だ
っ
て
俺
の
立
場
だ
け
が
目
的
な
ん
だ 



 43 

 

ろ
？ 

何
回
告
っ
て
も
振
っ
た
の
に
サ
ッ
カ
ー
部 

の
エ
ー
ス
に
な
っ
た
途
端
に

O
K

し
て
！
」 

舞
花
「
そ
れ
は
っ…

…

」 

隼
也
「
俺
の
足
が
こ
ん
な
に
な
っ
た
か
ら
、
活
躍
で 

 

き
な
く
な
っ
た
か
ら
違
う
男
の
と
こ
行
っ
た
ん
だ 

ろ
？ 

な
ぁ
？
」 

 
 

 

隼
也
、
ま
た
舞
花
に
迫
る
。 

隼
也
「
治
っ
た
ら
ま
た
や
れ
る
か
ら
さ
、
見
捨
て
な 

 

い
で
く
れ
よ
！
」 

 
 

 

舞
花
、
立
ち
上
が
り
隼
也
を
拒
絶
す
る
。 

 
 

 

そ
の
ま
ま
ア
パ
ー
ト
を
出
よ
う
と
し
た
。 

 
 

 

隼
也
、
去
る
舞
花
に
叫
ぶ
。 

隼
也
「
そ
ん
な
に
ア
イ
ツ
が
い
い
の
か
！ 

俺
と
別 

 

れ
た
ら
立
場
終
わ
り
だ
ぞ
！ 

俺
が
皆
と
繋
げ
て 

や
っ
た
ん
だ
！
」 

隼
也
母
「
う
る
さ
い
っ
！
」 

 
 

 

舞
花
、
隼
也
と
隼
也
母
の
怒
号
を
無
視
し
ア 

 
 

 

パ
ー
ト
を
飛
び
出
し
た
。 

 

〇
学
校
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ 
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男
友
達
、
校
舎
に
戻
る
舞
花
を
見
つ
け
る
。 

男
友
達
「
マ
ジ
か
よ
」 

 
 

 

男
友
達
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
た
。 

 
〇
同
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
・ 

 
 

 

舞
花
、
扉
の
前
に
立
つ
が
中
か
ら
声
が
聞
こ

え
て
立
ち
止
ま
る
。 

 
 

 

健
、
牧
師
に
向
か
っ
て
嘆
い
て
い
た
。 

健
「
何
で
俺
ば
っ
か
こ
ん
な
辛
い
の
さ
！
」 

 
 

 

牧
師
、
何
も
言
わ
な
い
。 

健
「
神
様
が
い
る
ん
な
ら
き
っ
と
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
に 

 

す
る
た
め
に
俺
を
作
っ
た
ん
だ
！ 

す
ぐ
死
な
な 

 

い
よ
う
に
平
和
な
日
本
で
苦
し
め
て
笑
っ
て
る
ん 

 

だ
！
」 

牧
師
「
神
の
存
在
を
感
じ
た
の
か
い
？
」 

健
「
そ
う
だ
よ
、
最
悪
な
神
様
が
い
る
ん
だ
！
」 

牧
師
「
健
、
そ
れ
は
違
う
。
神
は
皆
平
等
に
愛
し
て 

 

お
ら
れ
る
」 

健
「
じ
ゃ
あ
何
で
辛
い
の
？
」 

牧
師
「
試
練
を
与
え
て
る
ん
だ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え 
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た
と
き
人
は
神
の
愛
を
知
る
」 

 
 

 

牧
師
、
健
の
肩
に
手
を
置
く
。 

牧
師
「
大
丈
夫
、
君
は
確
実
に
試
練
を
乗
り
越
え
て 

 
る
よ
、
も
う
す
ぐ
結
果
は
現
れ
る
は
ず
だ
」 

 
 

 
舞
花
、
そ
こ
で
扉
を
開
き
現
れ
る
。 

健
「
舞
花
さ
ん…

…

？
」 

牧
師
「
ほ
ら
ね
」 

 
 

 

舞
花
、
健
に
近
付
き
謝
る
。 

舞
花
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
私
、
自
分
の
事
し
か
考
え 

ら
れ
な
か
っ
た
」 

 
 

 

健
、
少
し
俯
く
。 

舞
花
「
一
緒
に
帰
ろ
？ 

私
は
そ
う
し
た
い
」 

 

〇
通
学
路
・ 

 
 

 

舞
花
と
健
、
一
緒
に
歩
く
。 

 
 

 

舞
花
、
自
分
の
事
情
を
話
し
た
。 

舞
花
「
私
ね
、
君
が
憧
れ
る
よ
う
な
キ
ラ
キ
ラ
し
た 

 
 

人
じ
ゃ
な
い
の
。
私
の
方
が
そ
ん
な
世
界
に
憧 

 
 

れ
て
た
」 

健
「
そ
う
な
ん
で
す
か…

…

？
」 
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舞
花
「
そ
ん
な
時
に
隼
也
が
告
白
し
て
き
た
、
で
も 

 

そ
ん
な
凄
い
奴
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
断
っ
て
た
。 

そ
し
た
ら
い
つ
の
間
に
か
サ
ッ
カ
ー
で
エ
ー
ス
に 

な
っ
て
て
、
こ
こ
で

O
K

し
た
ら
私
も
一
軍
に
い

け
る
と
思
っ
て
付
き
合
っ
た
ん
だ
」 

 
 

 

健
、
下
を
向
い
て
し
ま
う
。 

舞
花
「
友
達
も
出
来
て
楽
し
か
っ
た
け
ど
隼
也
は
体 

ば
っ
か
り
求
め
て
。
全
然
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
、

表
面
的
な
付
き
合
い
で
し
か
な
か
っ
た
よ
」 

舞
花
、
健
の
顔
を
見
て
告
げ
る
。 

舞
花
「
だ
か
ら
私
は
君
が
羨
ま
し
い
。
優
し
い
お
父 

 

さ
ん
が
い
て
想
っ
て
く
れ
る
牧
師
さ
ん
が
い
て
。 

私
に
な
い
も
の
を
君
は
持
っ
て
る
」 

 
 

 

健
、
思
わ
ず
顔
を
上
げ
て
し
ま
う
。 

舞
花
「
多
分
明
日
か
ら
私
は
独
り
に
な
る
け
ど
も
し 

 

君
が
良
け
れ
ば…

…

」 

 
 

 

健
、
す
ぐ
に
返
事
を
し
た
。 

健
「
も
ち
ろ
ん
で
す
！ 

で
も
舞
花
さ
ん
は
一
つ
勘 

違
い
を
し
て
ま
す
」 

舞
花
「
ど
ん
な
？
」 
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健
「
舞
花
さ
ん
の
事
を
想
っ
て
る
人
は
い
ま
す
、
俺 

 

が
そ
う
で
す
！
」 

 
 

 

舞
花
、
瞳
が
潤
ん
で
い
た
。 

舞
花
「
は
は
、
そ
う
だ
っ
た
ね
！
」 

健
「
や
っ
と
笑
っ
て
く
れ
た
！
」 

 
 

 

健
、
舞
花
の
周
り
を
飛
び
跳
ね
る
。 

 
 

 

舞
花
、
そ
ん
な
健
を
見
て
微
笑
ん
だ
。 

 

〇
団
地
・
舞
花
の
家
・
（
夜
） 

 
 

 

舞
花
が
帰
宅
す
る
と
舞
花
母
が
駆
け
寄
る
。 

舞
花
母
「
舞
花
！
」 

舞
花
「
ど
う
し
た
の
嬉
し
そ
う
に
し
て
？
」 

舞
花
母
「
お
父
さ
ん
が
ね
、
逮
捕
さ
れ
た
の
！
」 

舞
花
「
え…

…

？
」 

舞
花
母
「
飲
酒
運
転
で
人
轢
い
た
っ
て
！ 

私
達
の 

 

事
は
登
別
の
婆
ち
ゃ
ん
が
面
倒
み
て
く
れ
る
っ
て 

さ
！ 

よ
う
や
く
解
放
さ
れ
る
！
」 

 
 

 

舞
花
、
舞
花
母
と
対
照
的
に
絶
句
し
た
。 

 

〇
学
校
・
教
室
・
（
日
替
わ
り
朝
） 
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朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
舞
花
と
担
任
が
前
に 

 
 

 

立
っ
て
い
る
。 

担
任
「
突
然
で
す
が
清
水
舞
花
さ
ん
が
転
校
す
る
事 

 
に
な
り
ま
し
た
」 

 
 

 
教
室
内
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
薄
い
。 

 
 

 

隼
也
、
頬
杖
を
つ
い
て
欠
伸
を
し
た
。 

 
 

 

男
友
達
と
女
友
達
、
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
話
す
。 

担
任
「
あ
と
一
週
間
、
仲
良
く
し
て
や
っ
て
く
れ
」 

 
 

 

健
、
目
を
見
開
い
て
い
た
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

舞
花
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
終
わ
っ
た
教
室
で 

 
 

 

一
人
座
っ
て
い
た
。 

 
 

 

舞
花
、
隼
也
が
男
友
達
と
楽
し
そ
う
に
し
て

い
る
の
を
見
つ
め
る
。 

隼
也
「
ト
イ
レ
行
く
か
ら
手
伝
っ
て
く
れ
よ
ー
」 

 
 

 

隼
也
、
舞
花
の
視
線
に
気
付
く
が
無
視
。 

 
 

 

舞
花
、
俯
い
て
い
る
。 

 
 

 

健
、
そ
こ
で
舞
花
に
話
し
か
け
た
。 

健
「
あ
の
、
舞
花
さ
ん…

…

？
」 

舞
花
「
あ…

…

」 
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〇
同
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
・ 

 
 

 

放
課
後
に
な
っ
た
。 

 
 

 

ま
だ
牧
師
の
姿
の
な
い
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
。 

 
 

 
舞
花
と
健
、
２
人
き
り
で
話
す
。 

舞
花
「
覚
悟
は
し
て
た
け
ど
ね
、
い
ざ
無
視
さ
れ
る 

 

と
悲
し
い
な
」 

健
「
本
当
に
転
校
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
か…

…

？
」 

舞
花
「
う
ん
、
仕
方
な
い
よ
。
流
石
に
一
人
暮
ら
し 

 

さ
せ
て
も
ら
う
お
金
は
な
い
」 

健
「
そ
ん
な…

…

」 

 
 

 

舞
花
、
健
の
背
中
を
優
し
く
撫
で
る
。 

舞
花
「
で
も
心
配
だ
よ
ね
。
私
達
独
り
に
な
っ
て
上 

 

手
く
や
れ
る
か
な
？
」 

健
「
俺
、
舞
花
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
か
ら
少
し
だ
け 

 

自
身
が
持
て
た
。
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ら…

…

」 

 
 

 

健
、
ど
ん
ど
ん
声
が
小
さ
く
な
る
。 

 
 

 

舞
花
、
健
の
肩
に
頭
を
乗
せ
た
。 

健
「
え…

…

？
」 

舞
花
「
少
し
だ
け…

…

」 
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舞
花
、
無
言
で
健
の
肩
に
頭
を
乗
せ
て
い
る
。 

 
 

 

健
、
顔
を
赤
く
し
な
が
ら
た
だ
前
を
向
く
。 

 
 

 

舞
花
、
し
ば
ら
く
し
て
立
ち
上
が
っ
た
。 

舞
花
「
う
ん
、
あ
り
が
と
。
じ
ゃ
あ
引
っ
越
し
の
準 

 

備
あ
る
か
ら
行
く
ね
」 

健
「
は
い…

…
」 

舞
花
「
こ
れ
だ
け
渡
し
と
く
」 

 
 

 

舞
花
、
以
前
隼
也
に
よ
り
水
槽
に
投
げ
込
ま

れ
た
妄
想
日
記
を
渡
す
。 

 
 

 

健
、
中
身
を
確
認
す
る
が
文
字
は
滲
ん
で
お

り
上
手
く
読
め
な
か
っ
た
。 

舞
花
「
じ
ゃ
あ
ね…

…

健
っ
」 

 
 

 

舞
花
、
初
め
て
健
の
名
を
呼
び
去
っ
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・
（
日
替
わ
り
朝
） 

 
 

 

健
、
チ
ッ
ク
を
抑
え
な
が
ら
授
業
を
受
け
る
。 

 
 

 

ち
ゃ
ん
と
ノ
ー
ト
を
と
っ
て
い
た
。 

健
「
ん
っ…

…

っ
」 

 
 

 

健
、
隣
の
席
を
確
認
し
た
が
空
席
。 
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〇
同
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
・ 

 
 

 

健
、
牧
師
と
舞
花
の
心
配
を
し
て
い
た
。 

牧
師
「
転
校
ま
で
来
な
い
つ
も
り
な
の
か…

…

」 

健
「
そ
ん
な
の
嫌
だ
よ…

…

っ
」 

 
 

 
健
、
少
し
チ
ッ
ク
が
強
く
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

牧
師
、
机
に
置
か
れ
た
ふ
や
け
た
妄
想
日
記

を
指
す
。 

牧
師
「
そ
れ
、
ま
だ
持
っ
て
る
の
か
い
？
」 

健
「
だ
っ
て
不
安
だ
か
ら…

…
」 

牧
師
「
ず
っ
と
心
の
支
え
に
し
て
た
も
ん
ね
」 

 
 

 

牧
師
、
舞
花
と
の
事
を
語
り
だ
す
。 

牧
師
「
そ
い
え
ば
舞
花
さ
ん
と
話
し
て
る
間
君
は
そ 

 

れ
書
か
な
く
て
も
元
気
だ
っ
た
よ
ね
」 

健
「
確
か
に
苦
し
く
な
か
っ
た
」 

牧
師
「
何
で
だ
と
思
う
？
」 

健
「
そ
れ
は…

…

っ
」 

 
 

 

健
、
歯
を
食
い
し
ば
る
。 

牧
師
「
分
か
っ
て
る
ん
で
し
ょ
？
」 

 
 

 

牧
師
、
聖
書
を
手
に
取
る
。 

牧
師
「
前
教
え
た
言
葉
、
覚
え
て
る
？
」 
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健
「
確
か
『
敵
の
た
め
に
祈
れ
』
み
た
い
な…

…

」 

牧
師
「
そ
う
そ
う
、
今
の
君
は
そ
の
意
味
に
気
付
き 

 

つ
つ
あ
る
と
思
う
ん
だ
」 

健
「
ど
う
い
う
事
？
」 

牧
師
「
舞
花
さ
ん
と
関
わ
っ
て
少
し
他
人
に
対
す
る 

怖
さ
が
克
服
で
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？ 

敵
だ 

と
思
っ
て
た
他
人
と
関
わ
れ
て
自
信
が
つ
い
た
ん 

じ
ゃ
な
い
？
」 

健
「
お
、
俺…

…

」 

 
 

 

健
、
チ
ッ
ク
が
収
ま
っ
て
い
た
。 

 
 

 

健
、
拳
を
強
く
握
る
。 

健
「
大
丈
夫
か
な
、
み
ん
な
嫌
が
ら
な
い
か
な
？
」 

牧
師
「
大
丈
夫
さ
！ 

君
が
変
わ
れ
ば
み
ん
な
に
そ 

 

れ
が
伝
わ
る
、
舞
花
さ
ん
が
そ
う
だ
っ
た
だ
ろ
？
」 

健
「
う
ん…
…

！
」 

 
 

 

健
、
立
ち
上
が
っ
た
。 

 

〇
同
・
教
室
・
（
日
替
わ
り
朝
） 

 
 

 

隼
也
、
男
友
達
と
女
友
達
と
話
し
て
い
る
。 

隼
也
「
３
年
の
試
合
で
は
上
手
く
や
る
さ
！
」 
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健
、
そ
こ
に
や
っ
て
来
る
。 

健
「
あ
、
あ
の…

…

隼
也
君…

…

」 

隼
也
「
あ
？ 

ん
だ
お
前
、
何
の
用
だ
？
」 

 
 

 

健
、
勢
い
よ
く
頭
を
下
げ
る
。 

健
「
ご
め
ん
な
さ
い
！
」 

 
 

 

隼
也
、
目
を
見
開
い
た
。 

隼
也
「
ど
う
い
う
事
だ
よ…

…

？
」 

健
「
足
怪
我
さ
せ
ち
ゃ
っ
て…

…

試
合
出
れ
な
く
っ
」 

 
 

 

隼
也
、
歯
を
食
い
し
ば
り
答
え
る
。 

隼
也
「…

…

う
る
せ
ぇ
よ
」 

 
 

 

隼
也
、
振
り
返
り
健
に
背
を
向
け
た
。 

 
 

 

し
か
し
健
、
大
人
し
く
席
に
座
っ
た
。 

 
 

 

隼
也
、
そ
の
顔
は
苦
し
そ
う
だ
っ
た
。 

 

〇
健
父
の
車
・
（
週
変
わ
り
朝
） 

 
 

 

週
が
変
わ
っ
た
朝
。 

 
 

 

健
と
健
父
、
車
に
乗
っ
て
い
た
。 

健
父
「
近
い
か
ら
す
ぐ
着
く
ぞ
」 

健
「
う
ん…

…

！
」 
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〇
団
地
・
入
口
・
（
朝
） 

 
 

 

引
っ
越
し
業
者
が
行
き
交
う
団
地
の
入
口
に 

 
 

 

舞
花
は
立
っ
て
い
る
。 

舞
花
母
「
も
う
準
備
で
き
た
の
？
」 

舞
花
「
う
ん…

…

」 

舞
花
母
「
じ
ゃ
あ
私
達
は
先
に
行
こ
う
か
」 

 
 

 

舞
花
母
、
車
の
キ
ー
を
持
つ
。 

 
 

 

舞
花
、
着
い
て
い
こ
う
と
し
た
。 

 
 

 

舞
花
、
あ
る
声
を
聞
い
て
振
り
返
る
。 

健
「
舞
花
さ
ぁ
ぁ
ー
ん
！
」 

 
 

 

健
、
妄
想
日
記
を
片
手
に
走
る
。 

舞
花
「
え
、
ウ
ソ
！
」 

 
 

 

舞
花
、
口
を
両
手
で
押
さ
え
た
。 

 
 

 

健
、
立
ち
止
ま
り
息
を
切
ら
す
。 

健
「
は
ぁ
、
は
ぁ…

…

間
に
合
っ
た
」 

舞
花
「
何
で…

…

？
」 

健
「
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い
事
が
あ
っ
て
」 

 
 

 

健
、
舞
花
に
向
き
直
り
語
る
。 

健
「
俺
、
舞
花
さ
ん
が
い
な
く
て
も
頑
張
り
ま
す
っ
、 

 

何
と
か
友
達
作
る
か
ら…

…

舞
花
さ
ん
も
頑
張
っ 
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て
下
さ
い
！
」 

 
 

 

健
、
入
り
口
前
の
ゴ
ミ
箱
に
向
か
う
。 

健
「
こ
れ
も
も
う
い
り
ま
せ
ん
！
」 

 
 

 

健
、
妄
想
日
記
を
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た
。 

舞
花
「
え
、
い
い
の…

…

？
」 

健
「
は
い
、
理
想
は
自
分
で
掴
み
ま
す
！ 

な
ん
て
」 

 
 

 

舞
花
、
思
わ
ず
笑
み
が
零
れ
て
し
ま
う
。 

健
「
で
も
舞
花
さ
ん
の
事
は
忘
れ
ま
せ
ん
よ
！ 

会 

 

え
る
時
は
会
い
ま
し
ょ
う
！
」 

 
 

 

舞
花
、
涙
が
溢
れ
た
。 

舞
花
「
う
ん
、
う
ん
っ
！ 

私
も
頑
張
る
っ
」 

 
 

 

舞
花
、
涙
を
拭
い
答
え
た
。 

舞
花
「
そ
し
た
ら
お
互
い
の
友
達
見
せ
あ
い
っ
こ
し 

 

よ
？
」 

健
「
は
い
！
」 

 
 

 

健
、
笑
顔
で
舞
花
を
送
り
出
す
。 

健
「
そ
れ
じ
ゃ
舞
花
さ
ん
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」 

 
 

 

舞
花
、
優
し
く
微
笑
ん
だ
。 

Ｔ
『
き
っ
か
け
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
了
） 


